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バルトークの“ミクロコスモス”の分析
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はじめに

現在“ミクロコスモス”の楽譜で入手できるも

のはイギリスの出版社BOOSEY＆HAWKES

社刊行の6巻ものである。

バルトークはこの小品集について，易しいもの

から難しいものへと次第に難しくなっていくとい

うくらいの大まかな曲の並び順を考え，3巻また

は4巻になるだろうとしていた。それが，出版の

段階になって出版社の意図を反映して，教則本の

性格を持たせることになった。

この曲集の初版本の表紙は次のように英語で書

かれている。

153PLOGRESSIVEPIANO PIECES

IN six VOLUMES

BOOSEY＆HAWXESINC

初版本でみるように，結局最終的にこの曲集が

153曲になったことで，1940年の最初の出版の時

点から，テキストの量を各巻平均して6巻にする

ことを優先したと考えられる。

本稿ではこれに対してなされた9巻編成説1）に

ついて検証することを目的とする。9巻編成にす

るにあたってのバルトークの何かしらのサイソが

曲の配置に隠されてほいないかを数的にみていく。

項目別に，同一曲番および同一巻内に同じ性格の

ものが複数の出現している曲を抽出し，配置から
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くる9巻編成上の特徴をみる。9巻編成では各巻

は17曲である。巻はローマ数字で記し，曲番は算

用数字で記す。2曲連続の使用の場合は－で，3

曲以上の連続使用は～であらわす。音名は英字の

小文字で記すが，調性に関する項では英字の大文

字は長調を，小文字は短調を示す。

Ⅰ．検証資料

1．調性：長短調，教会旋法およびその他の音

階（音列）を対象とする。各巻（ⅧとⅨを除く）

の1と17の調性は，1が長短調の場合は17も長短

詞であり，1が教会旋法の場合は17も教会旋法に

なっている。

同一曲者では，ハ長調は1のⅠ，ⅡⅠ，ⅤⅠ，1Ⅶの

9巻中4巻にみられ，2ではⅠ－ⅠⅠ，ⅠⅤに，4の

Ⅰ昌Ⅶ，10のⅠⅠ∴軋13のⅠ，ⅠⅩ，15のHL　Ⅸ，

16のⅠ，ⅥⅠにみられる。ホ長調は12のⅠⅠ，ⅠX，17

のⅥⅠ，ⅠⅩに，ホ短調は11のⅠⅠ，Vにみられる。イ

短調は4のⅠⅠ，ⅠXにある。リディア旋法が7のⅠⅠ

－Ⅲ，V，8のⅠⅤ－V，16のⅠⅠ一mにみられる。

ドリア旋法は2のⅤ－ⅤⅠ，5のⅠⅠ，V，9のⅠⅠ一

ⅠⅠⅠ，Ⅴ，14のⅠ－ⅠⅠ，ⅠⅤにみられる。フリギア旋

法が12のⅠⅠ－Ⅲ，Ⅸに，エオリア旋法が8のⅡⅠ，

Ⅷに，16のⅠⅠ，ⅠⅤ，Ⅴ工に，ミクソリディア旋法は

11のⅠ，ⅤⅠ，15のV，ⅥⅠにみられる。

巻別にはⅠには／、長調が1－2，4，9，13，

16－17に，ドリア旋法が3，8，12，14にある。

ⅠⅠにはドリア旋法が1，5－6，9，14－15に，
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リディア旋法が7，16に，フリギア旋法が11－12，

17に，ハ長調が2，10にある。ⅢⅠにはリディア旋

法が3，7，13，16に，エオリア旋法が2，8に，

ミクソリディア旋法が6，14にり　ハ長調が1，15

にある。ⅠⅤにはリディア旋法が4，8～10にある。

Vにはミクソドリア旋法が1，15～17に，ドリア

旋法が2，5，9にある。YIにはミクソリディア

旋法が4，8，11に，エオリア旋法が15～16にあ

る。ⅥⅠにはハ長調が10，16に．，1Ⅶには同じくハ長

調が1，4にある。Ⅸにはハ長調が13，15に，ホ

長調が12，17にある。

7音音階以外の音階（音列）が同一曲者に複数

みられるのは，3のⅠⅤ，ⅥⅠ－1Ⅶ，10のⅠⅤ－V，ⅥⅠ，

7のⅠⅤ，ⅤⅠ，13のⅣ，Ⅷである。巻別には，ⅠⅤの

3－4，10，ⅤⅠの1，6－7，ⅥⅠの3，5，10，

1Ⅶの3，13，17，ⅠⅩの8－9に．みられる。

調性がC－aと並んだ配置は，4のⅠ－ⅠⅠ，1Ⅶ

－IXにみられるが，4のⅠIa）－IIb）もC－aで

ある。巻別には∴Ⅷ　Ⅸの10－11がC－aの配置

になっている。C－C－ドリア旋法という並びはⅠ

の1～3，16－ⅠⅠの1にみられる。G－Cの並び

方はⅠⅤの1－2，Ⅷの3－4にみられる。C－リ

ディア旋法という並びはⅠⅠⅠの15－16，Vの6－7，

Ⅷの1－2にみられる。

2．拍子：一曲内で複数の拍子をもつ曲におい

ては，拍子すべてを数える。17と次の巻の1とが

同じ拍子のものはないが，同じ巻の1と17で同一

拍子のものはⅣとVにみられる。同一曲者で同じ

拍子のものは，1では4／4相子がⅠ～ⅠⅤ，ⅤⅠ，Ⅷ

（9巻中6巻），6／8拍子がV，ⅥⅠ，ⅠXに，5／8拍子，

7／8拍子がⅥⅠ，ⅠⅩに，3／4拍子が1Ⅶ，Ⅸにみられる。

2に．は3／4拍子がⅠⅠⅠ，Ⅴ～Ⅸ（6巻），2／4拍子が

ⅤエーⅥⅠ，Ⅸに，4／4拍子がⅠ－ⅠⅠ，Ⅷにある。3

には2／4相子が軋　Ⅴ工～Ⅸ（5巻），4／4拍子がⅠ

－ⅠⅠ，ⅥⅠにある。4には2／4拍子がIY，ⅥトⅨ

（4巻）に，3／4拍子がⅠⅠ－HIに，2／2拍子がⅤ－

ⅤⅠにある。5に．ほ4／4拍子がⅠ～ⅠⅠⅠ，ⅦⅠ（4巻）

に，2／4拍子がV，Ⅸに，3／4拍子がⅣ，ⅥⅠにある。

6には2／4拍子がⅠⅠⅠ，V，Ⅷ－Ⅸ（4巻），3／4拍

子がⅤⅠ～Ⅸ（4巻），4／4拍子がⅠ－ⅠⅠ，ⅤⅠにある。

7には2／4拍子がⅤ－ⅤⅠ，Ⅷ－Ⅸ（4巻），3／4拍

子が乱　Ⅴ，1Ⅶに，4／4拍子がⅠ，ⅤⅠ－Ⅶ，6／8拍

子がⅢ－nr，Ⅶにみられる。8には4／4拍子がⅠ，

Ⅰ札、Ⅷ－ⅠⅩ（4巻），2／4相子がⅠⅠ，ⅤⅠ－Ⅶにある。

9には2／4拍子がⅤ－VI，Ⅷ－Ⅸ（4巻），3／4拍

子がⅤ～1Ⅶ（4巻），4／4拍子がⅠ～ⅡⅠ，Ⅸ（4

巻）ある。10には2／4拍子がⅡⅠ～V，ⅥトⅠⅩ（6

巻），4／4相子がⅠⅠ，ⅤⅠに，3／4拍子がⅠ，Ⅶにあ

る。11には2／4拍子がⅠⅠⅠ－ⅠⅤ，Ⅷに，4／4拍子がⅠ

－ⅠⅠ，ⅠⅩに，3／4拍子がⅤ－ⅤⅠにある。12には4／4

拍子がⅠⅠ～ⅠⅤ，Ⅶ（4巻），2／4拍子がV，Ⅷにあ

る。13には2／2拍子がⅡⅠ－Ⅳに，2／4拍子がⅤ－ⅤⅠ

にみられる。14に．ほ4／4拍子がⅠ一札　Ⅶ－1Ⅶ

（4巻），3／4拍子がⅤ－ⅤⅠ，Ⅷに，5／4拍子がⅠⅠⅠ

（初出）一Ⅳに，2／4拍子がⅠⅤ－Vにある。15には

4／4拍子がⅠ，ⅠⅤ一V，Ⅵ1－1Ⅶ（5巻），16には4／

4拍子がⅠ，Ilr－Ⅴ∴Ⅷ（4巻）ある。17には3／4

拍子がⅠ（初出），Ⅴト1Ⅶ（4巻）あり，6／8拍子

がⅢ，Vに，2／4拍子がⅤⅠ，Ⅷにある。

3．テソポ変更：メトロノーム記号または速度

標語によるテソポ変更の指示は以下のような配置

でみられる。同一曲者では17でⅡⅠ（初出），Ⅴ

～Ⅷほでと9巻中5巻にみられる。次いで1のⅤⅠ

～Ⅸに，2のⅤ－ⅤⅠ∴Ⅷ－Ⅸに，7のⅠⅤ－V，ⅥⅠ，

Ⅸに，10のⅥ＋Ⅸに9巻中4巻にみられる。3の

Ⅴ～Ⅵ1，4のⅤⅠ一Ⅶ，Ⅸに，6のⅤⅠ～1Ⅶ，BのⅥⅠ

～ⅠXに，9のⅤⅠ，1Ⅶ－ⅠⅩに，12のⅤ1－Ⅵ1，ⅠXに，

13のV，ⅥⅠ－1Ⅶに，14のⅤⅠ－Ⅶ，ⅠⅩに，15のⅤ－

1札ⅠXに9巻中3巻にみられる。ほかに16のⅤ－

ⅤⅠにもみられる。

巻別には，ⅤⅠの1～4，9　－10，12，

14～17（17曲中11曲），ⅥⅠの1，3－4，6～8，

10，12～14，17（11曲），Vの2，3，7，11，

13，15～17（8曲），Ⅷの2－3，6，8～10，
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13，17（8曲）みられる。

4．奏法：スタッカート奏法は4にⅠⅠⅠ～V，Ⅷ

－Ⅸ9巻中5巻と集中しているが，10のⅢ，ⅤⅠ，

ⅠⅩ，14のⅠⅤ－V，Ⅶにそれぞれ3曲ある。このほ

かには，1のV，ⅦⅠ，5のⅠⅠⅠ，ⅦⅠ，12のⅤⅠ，Ⅷ，

13のⅦ，Ⅸ，16のHL　Ⅸにみられる。巻別には，

1Ⅶの1，4－5，8－9，11－12，ⅠⅩの2～4，

6，10，13，16と9巻中7巻にみられる。ⅡⅠでは

4－5，10，15－16，ⅠⅤの4，14，Vの1，14，

ⅤⅠの10，13，Ⅶの13－14，ⅠⅩの2－3にみられる。

連符（3連符，5連符または6／8拍子の中の2

連符）は7のⅤ－Ⅵ，11のⅧ－Ⅸに，12のⅤⅠ，Ⅸ

にみられる。巻別には，Vの7，9，17，ⅤⅠの3，

7，12，ⅠⅩの2，11－12に9巻中3巻にみられる。

はかには，Ⅷの8，11にみられる。

同音連打は同一曲番に複数みられるのは，3の

ⅠⅠⅠ，ⅠⅩ，5のⅠⅠⅠ，Ⅷである。巻別では，ⅠⅩで3－

4，10，13，15，17と17巻中6曲にみられる。ⅡⅠ

の4－5，Ⅷの2，5にある。手の交差は，17に

だけ9巻中2巻にみられるが，2，4，12，13を

除いた13曲番にそれぞれ1曲みられる。ⅠⅩは1，

3，5－6，8～11と17曲中8曲みられる。また，

ⅤⅠでは7（初出），14，17にある。

5．3小節（または5小節）フレーズ（モティ

ーフ）：ハソガリー音楽の特徴のひとつでもある

3小節フレーズで同一曲番に複数みられるのは，

5のⅠ，ⅠⅤ，ⅠⅩ，2のⅠⅠ，ⅤⅠ，Ⅸ，3のⅠ，ⅠⅤ，

6のⅠⅠ－ⅠⅠⅠ，8のⅠ（5小節フレーズもみられ

る），1Ⅶ，11のⅠⅠⅠ（5小節フレーズ　初出），1Ⅶ，

15のⅠ，Vにみられる。

巻別にみると，Ⅰでは3（初出），5，8，15

の9巻中4巻にみられるのが最多で，ⅠⅠの2，6，

9，1Ⅶの4，8，11の9巻中3巻にみられる。

6．調号：同一曲者でみてみると8，11のⅠ，

Ⅴ－ⅤⅠ，12のⅠⅤ，ⅤⅠ，15のⅠ，ⅧがいずれもF

♯である。6のⅡⅠ，ⅠⅤはF♯C♯G♯，17のⅠⅤ，

ⅧはF♯C♯である。
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巻別にみると，Ⅰの8（初出），15はF勘ⅠⅠⅠ

の7，16がC勘　Ⅳは15，17がF‡C♯，Vは

3，9がB b，11，14カ亨F♯である。ⅤⅠでは8，

11－12がF‡である。ⅥⅠでは3，7がF♯C♯

G‡D♯，Ⅷでは8，17がF‡C‡である。

7．白鍵と黒鍵の使用：上声部・下声部が白

鍵・黒鍵を分担奏する曲についてみていく。同一

曲者では，一曲中分担奏が複数みられるのは1の

ⅤⅠ－Ⅷである。巻別には，Ⅶの1，3，5，ⅠⅠの

12，16が複数である。1部分に分担奏がみられる

ものも含めると，この他に6のIn V，1Ⅶ，8の

ⅡⅠ，ⅠⅤ，Ⅷ，10のⅠⅤ－Ⅴ，Ⅷが9巻中3巻にみら

れ，他に2のⅤ－V1，3のⅥⅠ－1Ⅶ，4のⅠⅤ，ⅥⅠ，

15のⅠⅤ－Vにみられる。

巻別には，ⅥⅠの1，3～5，8が最多で，次い

でⅠⅤの4，8，10，15，Vの2，6，10，15が17

曲中4軋∴Ⅷの3，6，10に3曲みられる。ほか

にⅠⅠの12，16，ⅠⅠⅠの6，8，ⅤⅠの1－2にみられ

る。

1曲すべてを白鍵と黒鍵と分担して奏する曲の

配列は，上声部／下声部の分担鍵が白鍵／黒鍵の曲

の次の曲は黒鍵／白鍵の分担に，その次は白鍵／黒

鍵というように上下声部の分担鍵が交互になって

いる。－か所だけ前後の曲が同じ鍵になっている

が，あとは厳格に交互配列になっている。

8－1．構成声部のうち保持音：保持音による多

声部の曲を同一曲番でみると，4のⅠⅤ－V，Ⅶ，

6，8のV，ⅥⅠ，ⅠⅩ，13のⅣ，Ⅶ1－ⅠⅩがそれぞれ

9巻中3巻にみられる。次いで5のⅣ，ⅠⅩ，7の

V，ⅠⅩ，9のⅠⅤ，ⅥⅠ，12のⅦ1，ⅠⅩがある。

8－2．構成声部のうちユニゾソ，単旋律，オ

ククーヴ：ここでは，同時に奏する場合と時間的

にずれる場合の双方のユニゾソ，オククーヴ奏，

単旋律のもの対象とする。

1曲すべてがユニゾソの曲は，巻別にはⅠの1

～9，13－14，ⅠⅠの1～4まで，ⅤⅠの13，Ⅵ1の2，

6，ⅠⅩの1がある。単旋律がみられるのは，Ⅳの
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1（初出）－2，17，Vの16－17，Ⅶの5，11，

13－14，Ⅸの3，7である。単旋律はⅠ，ⅠⅠ∴札

Ⅷにはみられない。

同一曲者ではユニゾソ，単旋律，オククーヴ奏

が部分的に使用されているものも含めると，7の

Ⅰ，ⅤトⅠⅩ（9巻中5巻），9のⅠ∴札　V，Ⅷ

－Ⅸ（5巻），14のⅠ，Ⅳ－V，ⅥⅠ，Ⅸ（5巻），

1のⅠ－ⅠⅠ，ⅠⅤ，Ⅸ（4巻），2のⅠ－ⅠⅠ，IV，

ⅥⅠ（4巻），3，4のⅠ－ⅠⅠ，Ilr，ⅠⅩ（4巻），5

のⅠ，ⅥⅠ，6のⅠ，Ⅴ～Ⅶ（4巻），8のⅠ，ⅤⅠ，

Ⅶ，10のⅥⅠ，ⅠⅩ，11のⅤⅠ～Ⅸ（4巻），13のⅠ，

ⅤⅠ－ⅥⅠ，15のⅠ，Ⅷ一ⅠⅩ，16のⅤ，Ⅷ～ⅠⅩ（4

巻），17のⅣ－Ⅴ，ⅠⅩにみられる。

巻別には，Ⅰの1～9，13～15（17曲中12曲），

ⅠⅠの1～4（4曲），ⅢⅠの9，Ⅳの1～4，14，

17（6曲），Vの6，9，14～17（6曲），ⅤⅠの6

～8，11，13（5曲），ⅥⅠの2，5～8，10－11，

13－14，16（10曲），Ⅶ1の7，9，11，15－

16（5曲），Ⅸの1，3，7，9～17（12曲）が

みられる。

8－3．三声体および四声体：同一曲者では，

3のⅤⅠ一m，4のⅤ～ⅥⅠ，5のⅣ，ⅤⅠ，ⅠⅩ，8の

VI－1軋ⅠX，9のⅠⅤ，ⅥⅠ，15のⅥⅠ，ⅠⅩ，13のⅠⅤ，

1Ⅶ，17の1Ⅶ－ⅠXにみられる。巻別には，Ⅸの2，

5～8，14～16（17曲中8曲），ⅤⅠの1，4－5，

8－9（5曲），Ⅳの5－6，9，Vの3－4，

6～8，ⅥⅠの3－4，6，8－9，Ⅷの13，17，

にみられる。

9．書法：それぞれの書法ごとに，複数の曲が

みられるものについてみでいく。

平行進行の曲は，11ではⅠ，Ⅳ，ⅤⅠ，Ⅷと9巻

中4曲にみられ，7のⅤ，ⅥⅠ－1Ⅶ，4のⅠⅠⅠ－Ⅳ，

16ではⅠ，ⅠⅠⅠにみられる。反進行の曲は，3のⅠⅤ

－Ⅴ，ⅥⅠ，1のⅤとⅥⅠ，4のⅠHとV，6のⅣ，ⅠⅩ

である。鏡影進行の曲は同一曲者では，5のⅠ，

1Ⅶ－工X，2のⅠ，ⅥⅡ，7のⅤ，Ⅶ，9のⅤ，工X，

12のⅠ－Ⅰ工にみられる。カノソはの曲は同一曲番

では，9のⅠⅠ，ⅠⅤ～ⅤⅠ，Ⅸが9巻中5巻にみられ，

6のⅠⅠ，Ⅳ，ⅤⅠ，7のⅠⅤ－Ⅴ∴軋13のⅠⅠ，ⅠⅤ－

V，16のHL V，Ⅶには9巻中3巻にみられる。

4の1Ⅶ，ⅠⅩ，4の1Ⅶ－ⅠⅩ∴牲11のⅠⅠ，ⅤⅠ，12の

ⅠⅠⅠ，ⅥⅠがある。模倣は6のⅠⅠ，ⅤⅠ，12のⅠⅠ，Ⅶに

ある。分散和音は，11の札　Ⅴ－ⅤⅠに9巻中3巻

にみられ，6の1Ⅶ，ⅠⅩ，7のⅡⅠ，ⅠⅩ，17のⅠⅤ－V

にある。

巻別にみると，平行進行がⅠの11，16，mの4，

10，16，Ⅳの4－5，10，ⅥⅠの1～3，7（17曲

中4曲）∴Ⅷの7，11，17にみられる。反進行は

Vの1～4，Ⅷの1，3，7，ⅠⅩの5－6にみら

れる。鏡影進行はⅠの2（初出），12，Vの5，

7，9，ⅥⅠの7－8，ⅠⅩの5，9にみられる。カ

ノソはⅠⅠの6，8－9，11，13－14（6曲），Ⅲ

の1，3，5，12，16－17（7曲），Ⅳの6－7，

9，13（4曲），Ⅷの7，9，12，16－17（5曲），

ⅠXの4，9にみられる。分散和音はⅡⅠの7－8，

11，ⅤⅠの11－12，ⅠⅩの6－7にみられる。オステ

ィナートはⅡⅠの13，14，ⅠⅩの10～12にみられる。

前奏は6のⅠⅠⅠ，V，1Ⅶ，10のnr，VI，Ⅸ，12の

ⅤⅠ，ⅤⅠ，Ⅸに9巻中3巻みられる。他に8のV，

Ⅷ軋11の1Ⅶ，Ⅸに，14のⅠⅠⅠ－ⅠⅤにみられる。巻

別には，Ⅷの2，5－6，8－9，Ⅸの3，

10～13にそれぞれ17曲中5曲にみられる。次いで，

ⅠⅤの10，12，14，17に4曲，ⅠⅠⅠの6（初出）－告

14に，Vの1，6，8にそれぞれ3曲みられる。

ほかにはVIの10，12に．みられる。

音部記号に関して，上声部がト音記号で下声部

がヘ音記号とういう通常の書法以外の曲は，ⅠⅠの

5に初めてみられるが，ここでは上下声部ともに

ト音記号となっている。上下声部がともにヘ音記

号であるのは，ⅡⅠの9第2ピアノのパートに初め

てあらわれるが，学習者用としてはⅠⅤの2に部分

的にあらわれるのが最初である。一曲すべての上

下声部がヘ音記号の曲はⅠⅠⅠの9（第2ピアノ）と

Vの2にある。また，上声部がヘ音記号で下声部
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がト音記号となっているのはⅥⅠの15にみられる。

一曲を通して上下声部ともにト音記号が同一曲

者で複数みられるものは，3のⅤⅠ～Ⅸ，5のⅠⅠ

（初出），ⅠⅤである。巻別には，ⅠⅠの5（初出），

15，Vの12，16，Ⅶの3，8，ⅠⅩの3，6である。

上下両声部が部分的にト音記号となっているも

のも含めた同一曲者で複数みられるのは，2のⅤⅠ

－Ⅵ1，ⅠⅩ，3のⅤⅠ～ⅠⅩ，5のⅠⅤ，ⅤⅠ，ⅠⅩ，3の12，

13のV，ⅥI～ⅠⅩ，14のⅤⅠ～ⅠⅩ，17のⅤ－ⅤⅠ，Ⅷ一

ⅠXはそれぞれ17曲中4曲にみられる。次いで4の

ⅠⅤ，Ⅵ1，ⅠX，6のⅤ－171，ⅠX，7のⅠⅤ∴軋ⅠⅩ，

8のⅥトⅠⅩ，9のⅤⅠ，1Ⅶ－ⅠⅩ，10のⅠⅤ，Ⅷ一ⅠⅩ，

15のⅠⅠ，1m，Ⅸ，16のV，Ⅷ－Ⅸでは17曲中3曲

みられる。巻別では，Ⅸの2～10と12～17が最多

で17曲中15曲にみられる。次いで1Ⅶの1，3，8

～10，12～14，16－17で17曲中10軋　ⅥⅠの2～4，

7－8，12～15で17曲中9曲，ⅤⅠの2－3，5－

6，9，14，Ilrの2，4－5，7，10－11で6軋

Vの6，12－13，16－17で5曲みられ，ⅠⅠの5

（初出），15でみられる。

上下声部ともにヘ音記号の曲は，12のⅤトⅨが

最多で9巻中4巻にみられ，1のⅧ～Ⅸ，2のⅠⅤ

（初出）～ⅤⅠ，9のⅡⅠ，ⅤⅠ，Ⅸでは3巻みられる。

4のⅠⅤ，ⅠⅩ，5，8，11，17の1Ⅶ－ⅠX，14のⅤⅠ－

1Ⅶ，15のⅠⅤ，Ⅸ，16の叩，Ⅸ，にみられる。

巻別ではⅠXの2，4－5，7～13，15～17が最

多で17曲中13曲にみられる。次いでⅧの1，3，

5，8，11－12，14，17が17曲中8曲に，ⅠⅤの2，

4，6，15，ⅥⅠの1，12，14，16にはそれぞれ4

曲，ⅤⅠの2，9，12にみられる。

10．基音（主音）：同一曲で複数の基音を数え

る曲2曲を除き，支配的な基音と判断できる音を

基音として数えた。上声部と下声部で基音を異に

する曲は上下別に数えた。

巻の1と17とが基音を同じくしているのは，Ⅰ，

Ⅴ，†札　Ⅸである。17と次巻の1が同じ基音のも

のはない。
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基音すべてを数えて同一曲者内で基音が複数み

られるのは，1のⅠ，ⅡⅠ，ⅤⅠ∴ⅧがCである。2

のⅥⅠ～ⅠⅩはg，Ⅰ－ⅠⅠ，ⅣはC，Ⅴ～ⅥⅠはdであ

る。3ではⅠ，Ⅴ－ⅤⅠほd，ⅠⅠ，Ⅷがgである。

4では軋　ⅤⅠ，Ⅸがa∴乱　Ⅷがd，Ⅰ，ⅧがC

である。5ではⅠ－ⅠⅠ，Ⅳ－Vがa，札　Ⅴがd，

凡　ⅤⅠがCである。6ではⅠ，Ⅷ－ⅠXがg，Ⅴ－

ⅥがC，ⅠⅠ，ⅥⅠがd，ⅣとⅤⅠがaである。7では

ⅠⅠⅠ一Ilr，Ⅷがg，Ⅰ，ⅤⅠがe，V，ⅨがC，軋

Ⅶがdである。8ではⅠ，V，ⅠXがd，ⅠⅠ，ⅦⅠが

h，Ⅰ，Ⅷがe，Ⅰ，．ⅤⅠがgである。9ではⅠⅠ一

肌　Ⅸがd，ⅡⅠ，V，Ⅷがg，Ⅰ，ⅤⅠがCである。

10ではⅠⅠⅠ－ⅠⅤ，Vがe，Ⅰ，ⅤⅠ，Ⅸがd，ⅠⅠ，ⅥⅠ

がC，Ilr∴Ⅷがgである。11ではⅠ，ⅠⅤ，ⅤⅠがg，

ⅠⅠ，V，Ⅸがe音である。12ではⅠⅠ－ⅡⅠ，ⅤⅠ，Ⅸ

がeである。13ではⅠⅠ，Vがd，ⅤⅠ－Ⅶがg，Ⅰ，

ⅨがCである。14ではⅠ－ⅠⅠ，Ⅳ－Ⅴがd，ⅠⅠⅠ，

Ⅷがgである。15ではⅠ－HlⅥⅠがd，ⅢⅠ，Ⅸ，

V，ⅧがCである。16ではⅠⅠ～ⅠⅤ，ⅤⅠ，ⅦⅠ，Ⅸが

a，Ⅰ，ⅧがCである。17ではm W，Ⅸがe，

Ⅰ，ⅧがCである。

巻別には，Ⅰでは1，2，4，9，13，16－17

がC，3，8，10，12，14－15がd，7－8がe，

6，8，11がg，2，5がaである。ⅠⅠでは2，

10がC，1，5，6，7，9，13～16（17曲中9

曲）がd，11－12，17がe，4－5，16がaであ

る。1ⅠⅠでは1，3，15がC，4，9，13，17がd，

6，10，12がe，5，11がf，7，9，14がg，

2，8，13，16がaである。Ⅳでは2，5がC，

3，9，10，13が巳，4，8がf，1，7，10－

11がg，5－6，9，16がaである。Ⅴでは6－

7，12がC，2－3，5，8がd，10－11，16が

e，1，4，9，15，17がgである。ⅤⅠでは1，

5－6，9，14がC，2－3，10がd，8，11，

13がg，6，15－16がa，12，17がhである。ⅥⅠ

では10，16がC，2，4，6－7がd，3，8が

e，5，13がg，1，11がa，1，3，12がhで
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ある。Ⅷでは1，4，11，17がC，2－3，6－

7，9－10，14－15がg，5，16がa，8，13が

hである。ⅠⅩでは3，7，13，15がC，8～10が

d，1，11－12，17がe，2，6がg，4，14，

16がaである。

ⅠⅠの5～8，13～17は，各曲の基音がd－d－d－h

の順になっている。Ⅰの1～3，16～ⅠⅠの1，V

の6～8はC－C－dと基音が並んでいる。Ⅰの2

～IVの2までの基音はC－a－C－a－Cの順になって

いる。

C－aと基音が続くのはⅠの4－5，mの1－2，

ⅡⅠの15－16，Ilrの5－6，ⅤⅠの14－15，ⅥⅠの10－

11，Ⅷの4－5，ⅠXの3－4である。また，ⅠⅩの

13～16までほC－a－C－aとなっている。基音がg－C

と続くのはⅢの14－15，Ⅳの1－2，Vの17－ⅤⅠ

の1，Ⅵの8－9，ⅤⅠの13－14，ⅦⅠの10－11，ⅠⅩ

の2－3，Ⅸの6－7である。基音がd－Cと続

くのはⅠの3－4，ⅠⅠの12－13，ⅠⅠの9－10，ⅥI

の15－16である。基音がg－aと続くのはⅠⅠⅠの7

－8∴Ⅷの15－16である。

11．様式2）：様式Ⅰは，5でⅠ，ⅢⅠ～Ⅴ，Ⅶ－

Ⅷと9巻中6巻にみられるのが最多で，次いで3

のⅠ－ⅠⅠ，3のⅠ一札ⅠⅤ－V，Ⅷの9巻中5巻

にみられる。1のⅠ－ⅠⅠ，ⅠⅤ－V，4のⅠ～ⅠⅠⅠ，

Ⅷ，8のⅠ～ⅠⅤ，9のⅠⅠ，Ⅳ－Ⅴ，ⅠⅩにはそれぞ

れ9巻中4巻にみられる。その他2のⅠ－ⅠⅠ，V，

6のⅠ，Ⅳ，Ⅵ1，12のⅡⅠ－ⅠⅤ，1Ⅶ，13のⅠ，Ⅳ，

ⅤⅠ，14のⅠⅤ，ⅤⅠ，Ⅷ，15のHL V，1Ⅶ，16のⅠⅤ，

1Ⅶ－Ⅷにそれぞれ9巻中3巻にみられる。ほかに

12のⅡⅠ－ⅠⅤ，13，14のⅠⅤ，ⅤⅠ，16のⅦ－Ⅷがある。

様式ⅠⅠは，BでⅠⅠ，ⅠⅤ～ⅥⅠ，ⅠⅩと9巻中6巻に

みられる。次いで2の札　ⅤⅠ～ⅦⅠ，7のⅠ，Ⅴ－

Ⅵ，工X，10のⅠⅠ～ⅠⅤ，ⅠⅩ，17のⅠ，Ⅳ，ⅤⅠ，Ⅷに

それぞれ9巻中4巻にみられる。1のⅠⅠ，ⅤⅠ－Ⅶ，

6のH，ⅤⅠ，1Ⅶ，12のⅠ－ⅠⅠ，叩，13のⅠⅠ，ⅠⅤ，

Ⅷ，14のⅠ，ⅡⅠ，Ⅷではそれぞれ9巻中3巻にみ

られる。ほかに1のⅠ－ⅠⅠ，3，12のⅢ－ⅠⅤ，16

のⅥⅠ－Ⅷがある。

様式ⅡⅠは，9巻中4巻にみられるのが最多で4

のⅤ～ⅥⅠ，Ⅸ，7のⅠⅠ－ⅡⅠ，ⅤⅠ，ⅠⅩ，11のⅠⅠⅠ，V，

ⅤⅠ，ⅠⅩ，12のⅠⅤ～ⅥⅠ，14のⅠ，ⅠⅤ～ⅤⅠ，17のⅠⅠ－

ⅡⅠ，ⅤⅠ－Ⅷにみられる。次いで2のⅤ－ⅤⅠ，Ⅷ，

3，6のⅤⅠ－叩，Ⅸ，16のⅠⅠ－ⅠⅠⅠ，Vで9巻中3

巻にみられる。そのほかには5のⅥⅠ－1Ⅶ，9のⅤⅠ

－ⅥⅠ，13のHL V，15のⅠⅠ，Ⅷがみられる。

様式Ⅳは，10でⅠ，ⅠⅤ～ⅥⅠ，Ⅸと9巻中6巻に，

次いで14のⅠⅠ－Ⅰ軋1Ⅶ，ⅠⅩで9巻中4巻に，13の

Ⅰ，1Ⅶ，Ⅸ，15のⅠ，ⅤⅠ，Ⅸで9巻中3巻にみら

れる。このほかに2のⅠⅤ，ⅠⅩ，6のⅡⅠ，V，7の

ⅠⅤ，Ⅶ，9のⅠⅠⅠ，1Ⅶ，11のⅧ－1Ⅶがみられる。

12．楽曲形式3）：テラス構造の曲は2のⅠⅠ，Ilr，

Ⅵ1，Ⅸ，10のⅠⅤ－V，Ⅷ，Ⅸで9巻中4巻に，6

のⅠ－ⅠⅠ，V，15のⅠⅤ－V，Ⅸでは3巻にみられ

る。他には1のⅠⅤ－V，3のⅠⅠ，ⅠⅩ，4のV，Ⅷ，

5のⅠⅤ，Ⅵ1，9のⅡⅠ，Ⅷ，13のⅠⅤ，1Ⅶ，14のⅦ，

ⅠⅩにみられる。

建築的民謡構造の曲は9のⅠn V－ⅤⅠ，11のⅠⅠ

－HI，Ⅷ，12のⅠ，ⅠⅤ，ⅤⅡ，17のⅠ，Ilr，Ⅷに9

巻中4巻にみられ，他に13のⅠ，ⅤⅠにみられる。

節構成の曲は10のⅠ，ⅠⅤ～ⅤⅠに9巻中4巻にみ

られ，8のⅡⅠ，Ⅷ，14のⅠⅠ（初出），1Ⅶにみられ

る。

楽節構造の曲は4のⅠ～ⅡⅠが9巻中3巻にみら

れ，1のⅠⅠ，ⅠⅩ，14のⅠ，ⅠⅤがみられる。

2部または3部形式の曲は，7のⅠⅠ，ⅠⅤ～1Ⅶが

9巻中6巻にあり，2の】乱ⅠⅤ，V，ⅠⅩ，4のⅠⅤ

～W，6のⅡⅠ，ⅤⅠ～1Ⅶ，13のⅠⅠ－ⅡⅠ，Ⅴ，Ⅷが9

巻中4巻にみられる。1のⅤⅠ－ⅥⅠ，工X，3の乱

Ⅴ－ⅤⅠ，8のⅠⅠ，ⅠⅤ－V，15のⅠⅠ－ⅡⅠ，Ⅵ1，16の

Ⅰ（初出），Ⅰ札　Ⅴ，17のⅠⅠ－ⅠⅠⅠ，Vが9巻中3

巻にみられる。他に9のⅣ，1Ⅶ，12のⅠⅠとⅤ，14

のⅠⅠⅠ－ⅠⅤがみられる。

橋構成の曲は6のⅤⅠ，ⅠⅩ，12のⅠⅠⅠ（初出）－ⅠⅤ

にみられる。
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各巻別にみると，テラス構造ではⅠⅠの2（初

出）－3，6，ⅠⅤの1－2，5，10，13，15（17

曲中6曲），Vの1，4，6，10，15（5曲），ⅥⅠ

の2，5，10，13－14（5曲），Ⅷの4，9，Ⅸ

の2－3，10，14－15（5曲）みられる。建築的

民謡構造の曲はⅠの5（初出），12－13，15，17，

ⅤⅠの2，9，12－13（4曲），Ⅷの8，11，17，

ⅠⅠの11，14，ⅡⅠの9，11にある。節構成の曲はV

の1，6，10，ⅤⅠの10，15，Ⅷの8，11にある。

楽節構成の曲はⅠの4，6，11，14，ⅠⅠの1，4，

Ⅲの4－5にみられる。2部または3部形式の曲

は，Vの2～4，7－8，12－13，16－17（9

曲），ⅠⅠⅠの2－3，6，13～17（8曲），ⅠⅤの2，

4，7～9，11，14（7曲），ⅠⅠの7－8，12－

13，15，17（6曲），Ⅶの1，4，6，7，9，

15（6曲），Ⅵカ1，3，4，6－7（5曲），Ⅷ

の5～7，13（4曲），Ⅸの1－2にみられる。

ロソド形式はⅨの5，10，14，16－17（5曲）み

られる。橋形式はⅨの3，5～7にみられる。

13．情緒的要素4）：同一曲番で多いものをみる

と，要素1aは9のⅠ～】丑　Ⅷに9巻中4巻に，

また2のⅠ，ⅠⅤ，ⅤⅠにみられる。はかに6のⅠ，

ⅠⅤ，7のⅠ，V，8のⅠ，1Ⅶ，10のIlr－Vにみら

れる。要素2は7のⅤ∴Ⅷ軋　要素4は15のⅠⅤ，

ⅤⅠ，16のⅠⅠ，ⅤⅠ，要素5は8のⅠⅠ，ⅠⅤに，要素6

は9のⅤⅠ，ⅥⅠ，12のⅤ－ⅤⅠにみられる。要素7は

8のⅥⅠ，Ⅸ，12のⅠⅠⅠ－ⅠⅤ叱ある。要素8ほ15のⅠ，

ⅡⅠ，ⅥⅠ∴乱17のⅠⅤ，Ⅶにみられる。要素9は4，

5のⅤ，工Xにみられる。

巻別では，Ⅰでは要素1aの曲が1～9，11，

16が17曲中11曲ある。ⅠⅠでは，要素l aが9，

13，要素4に7，16にみられる。ⅠⅠⅠでは要素4が

7，17，要素8が15－16，Ⅳでは要素1a2，

6，10，要素1bが5，9，要素4が7，15に

みられる。Vでは要素9が4－5，16，要素1a

が7，10，要素5以外の各要素の曲がみられる。

ⅤⅠでは要素4が3，6，12，15－16，要素5の曲
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が2，13－14，要素2が5，7，要素6が9，12，

要素7以降の曲はない。ⅥⅠでは要素7の曲が5，

7－8，要素8が15，17にみられる。Ⅷでは要素

2が3，7，12，要素3が2，15－16，要素l a

が8，9，要素7が13，17にみられる。Ⅸでは要

素2が4，11，17，要素9が3～5にみられる。

要素7が6，8，要素8が2，15にみられる。

14．題名5）：同一曲番にある同じ題名が複数あ

るものをみていく。同一曲番でみてみると，奏法

に関する題名をもつ曲は4，5のⅠⅠⅠ，Ⅷ，9のⅠⅠ，

nr，13のⅠ，ⅤⅠ，15のⅠⅠⅠ，Vである。リズムに関

する題名は16のⅠⅠ，Ⅶ，Ⅸ，7のⅠ，V，13のⅥⅠ，

ⅠⅩ，14のⅦ1，ⅠⅩ，17のⅥ1，ⅠⅩである。調性を表す

題名は1のⅤⅠ－ⅥL　3の札ⅠⅤ，10のⅠⅤ－V，17

のⅠⅠ，Ⅷである。音程を表す題名は16のⅣ，ⅤⅠ，

二重音や和音を表す題名は1のⅤ∴Ⅷである。声

部の数または進行方向に関する題名は，1のⅠ－

ⅠⅠ，ⅠⅩ，2のⅠ－ⅠⅠ，1Ⅶ，4のⅠ－ⅠⅠ，ⅤⅠが9巻

中3巻にみられ，次いで3のⅠ－ⅠⅠ，5のⅠ，ⅠX，

8のⅤ－VI，11のⅠ，ⅠⅤ，12のⅠ，ⅥⅠがみられる。

民族音楽の様式・民族性を示す題名は，2，17の

ⅠⅤ，ⅠⅩ，6のⅡⅠ，V　7のnr，ⅥⅠ，9のⅠⅠⅠ，Ⅶ丁，

13のⅥⅠ，ⅠⅩ，15のⅤⅠ，Ⅸ，である。芸術音楽の様

式・種類を示す題名は，2の肌　Ⅳ，6，12のⅠⅠ，

ⅤⅠ，14のⅠⅠ，Vである。内容説明的な題名は，14

のⅠ，nr，ⅥⅠ，3のⅤⅠ－ⅥⅠ，12のⅠⅠⅠ，ⅠⅤ，13のⅠⅤ

－Vである。描画的な題名は，6のⅥトⅨ，7の

ⅠⅠ，ⅠⅤ，ⅥⅠ，11のⅢ，1Ⅶ，ⅠⅩ，9のⅤⅠ－Vlである。

巻別にみてみると，奏法に蘭する題名はⅠの8，

10，13，ⅡⅠの4－5，ⅠⅤの1，6，9，ⅤⅠの13－

14，Ⅷの4－5にみられる。リズムに関する題名

はⅠの7，9，ⅠⅠの10，16，Vlの11，13，16－17，

1Ⅶの7，14，ⅠⅩの12～17にみられる。調性を表す

題名はⅠⅠの15，17，mの3，14，ⅠⅤの3－4，8，

10，ⅤⅠの1，6－7，Ⅶの1－2である。音程を

表す題名はⅠⅤの5－6，10，Ⅶ1の10，12－13に，

二重音や和音を表す題名はⅤの1－2，5，17，
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1Ⅶの1～3，15にみられる。声部の数または進行

方向に関する題名は，Ⅰの1～6，11－12，15，

17，ⅠⅠの1～4，Ⅲの7，10，ⅠⅤの11，15，ⅤⅠの

4，8にみられる。民族音楽の様式・民族性を示

す題名は，HIの6，9，Ⅳの2，7，17，ⅤⅠの5，

15，Ⅶの4，10－11，13，1Ⅶの8－9，ⅠⅩの2，

12－17である。芸術音楽の様式・種類を示す題名

は，ⅠⅠの5－6，8，11～14，ⅤⅠの2，6－7，

12，ⅠⅩの4，9にみられる。人名をつけた題名は

Vの11－12である。内容説明的な題名はⅠⅤの

12～14，Vの9，11，ⅤⅠの3，11，ⅥⅠの3，5，

8，14にみられる。描画的な題名はⅢⅠの11，13，

Vの4，16，ⅤⅠの9－10，12，Ⅶの6－7，9，

ⅠXの3，6，11である。

Ⅱ．考察

9巻編成の場合の意図を推察できる項目につい

て数的な面から考察する。

調性については，Ⅷ（17が全音階）とⅨ（1は

調性が特定できない）を除いては，各巻の1と17

との調性は冒頭の曲が西洋音階で始まる巻はその

巻の17も西洋音階であり，1が教会旋法（教会旋

法的なものも含む）の巻は17も教会旋法である。

1と17の調は，Ⅰが長短調，ⅠⅠが教会旋法，ⅠⅠⅠが

長短調，Ⅳが長短調，Ⅴが教会旋法，ⅤⅠが長短調

となっている。ⅠからⅠⅠⅠまでとⅠⅤから171までは，

それぞれの3巻が長短調一教会旋法一長題詞とい

う並びでひとまとまりをなしている。これらのこ

とから，調性については9巻編成への配慮があっ

たと考えられよう。

拍子は全部で13種使用されているが，Ⅳの1と

17，Ⅷの1と17，ⅥⅠの17と1Ⅶの1，Ⅷの17とⅠⅩの

1が同じ拍子になっている。9巻中4巻以上同一

の拍子が集中しているものは，1（4／4），2（3／4），

3（2／4），4（2／4），5（4／4），6（3／4，2／4），7

（2／4），8（4／4），9（4／4，3／4，2／4），10（2／4），

12（4／4），14（4／4），15（4／4），16（4／4），17（3／4）

である。巻別では，4／4拍子がⅠ，ⅠⅠに集中し，

3／4拍子はⅤⅠ，ⅥⅠ，Ⅶ1に，2／2拍子がV，Ⅵ，Ⅸに

多い。拍子についても計画性をみることができる。

奏法では，4に集中的にみられ，該当するもの

がない曲者が7軋1個該当する曲者が4曲あり，

7までと11以降という配置になっている。巻別に

はⅠ，H，ⅥⅠには該当するものがないのも計画性

のあらわれともみられよう。

3（5）小節フレーズは10，12～14，16－17に

はなく，1，4，7，9に1個ずつの配置になっ

ている。巻別にはⅠに4軋　mlⅦ，Ⅸに各3曲

と9巻の初めの2巻と終わりの2巻に集中した対

称的な配置になっている。

調号では，ⅤⅠ，Ⅰm V，Ⅳ，Ⅶと曲集の初めの

2巻と終わりの2巻は比較的少ない配置になって

いるといえる。

保持音は曲番ごとには1個～3個と分散してい

るが，巻別にはⅠXの9曲，Ⅷの6曲が多い。1，

2，11，15～17，Ⅰ～ⅠⅠⅠ，ⅤⅠに保持音の使用がな

いことを意図的と考えることもできよう。ユニゾ

ソ・オククーヴ・単旋律では，ⅠとⅠⅩがともに17

曲中12曲にある。1のVとⅧは和音，1のⅤⅠとⅧ

は長短調である。8のVとⅤⅠは声体，10のIlrとV

は5音音階11と13のⅦとⅨはブルガリアリズム

である。‘Ⅰの8－9，ⅠⅠの9－10は同音反復とシ

ソコべ－ショソが組になっている。16のⅠⅠ－ⅠⅠⅠ，

17のnr，ⅥⅠ，Ⅸは舞曲である。三声・四声では6，

8で9巻中4巻，4，5，9，13で3巻にみられ，

Ⅸでは17曲中10軋　Ⅷで6軋　V，ⅤⅠで5曲とい

う配置である。基音ではgが1，2，6，7，

13に連続使用がみられ，Ⅷでは基音gが2－3，

6－7，9－10，14－15と2曲ずつ連続した配置

である。CはⅠに，dほⅠⅠに，gは1Ⅶ，Ⅴに曲集

中し，Ⅴはdとg，Cとeが同数である。Cは7

以前に多く，eは10以降に多い配置がみられる。

様式では，様式Ⅰから様式Ⅳまでがそれぞれ網

の目のようにつながった連続配置が多く，あたか
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も互いに触手を広げあっているような配置である。

楽曲形式ではテラス構造と二部・三部形式が10

以前に多く，民建築的民謡構造が11以降に多い。

節構成は10に集中している。

情緒的要素では9で要素1aが4曲（うち3

曲連続），7で要素4が3曲達観15に要素8が

9曲中4曲みられる。巻別ではⅠでは要素1a

が11曲（うち9曲連続），Ⅸで要素9が3曲連続

している。

題名では，内容説明的な題名が12に3曲連続し，

リズムに関する題名が17で4軋　7で3曲みられ

る。巻別では，Ⅰで声部数・進行方向に関する題

名が10曲（うち6曲連続，2曲連続2組），ⅠⅠで

4曲連続している。また，ⅠⅠではこのほかに芸術

音楽の様式・種叛を示す題名が6曲（うち4曲連

続，2曲連続）ある。Ilrでは内容説明的な題名が

3曲連続し，ほかに調性をあらわす題名が4曲み

られる。Vでは和音・重音をあらわす題名が4軋

Ⅸではリズムに関する題名が6曲連続，民族音楽

性をあらわす題名がが6曲連続している。題名に

ついて，9巻編成の意図を強くみることができる

のは，対になった配置である。以下に対の配置を

いくつか取り出してみる。ⅠとⅠⅠの1～4はとも

に声部数に関する題名になっている。5－6と11

－12のⅠ－ⅠⅠほともに声部数に関する題名と芸術

音楽の様式・種類をあらわす題名とセットの配置

がみられる。ⅠⅩ，IVの1，6と11の1Ⅶ－Ⅸはとも

に描画的題名が連続している。2と17のIlr，ⅠⅩほ

ともに民族音楽声をあらわす題名が，6と12のⅠⅠ，

ⅤⅠは芸術音楽の様式・種叛をあらわす題名が置か

れている。なかでも，この曲集の冒頭の巻である

Ⅰのユニゾソの6曲連続と最後の巻であるⅠⅩのリ

ズム・民族音楽性をもつ6曲連続の対をなす配置

に9巻編成の意図をみることができる最たるもの

であろう。

以上，いくつかの項目の中に配置の視点から9

巻編成の意図をみてきたが，最後に6巻編成の場
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合と9巻編成の場合の数量についてふれておく。

6巻編成および9巻編成の場合の各巻の曲数およ

び必要頁数（注および序文を含む）は次のように

なる。

6巻の場合は総曲数186曲，総頁数258貢である。

1巻　2巻　3巻　4巻　5巻　6巻

曲数36　　30　　30　　25　18　14

付録　4　14　13　　2

貢数27　　38　　48　　50　　41　54

9巻の場合は総曲数186曲，総頁数267貢である。

1巻　2巻　3巻　4巻　5巻　6巻

曲数17　17　17　17　17　17

付録1　　3　　7　　9　11　1

真数14　17　　23　　26　　30　　24

7巻　8巻　9巻

17　　17　　17

1

34　　36　　63

6巻編成に比して9巻編成は，各巻の頁数の差

が大きい。1巻，2巻は20貢たらずという薄い綴

りとなり，9巻は1巻の4．5倍という文数になる。

おわりに

バルトークがこの曲集に153曲という数を選ん

だのは，意識的に聖書のヨ／、ネ伝第21章第11節の

キリストの弟子の網にかかった魚の数と同数にし

たとのではないかという柴田説に興味をもった。

全153曲を17曲ずつ9巻に別れるのが本来の姿で

あるというのである。バルトークはたしかに，若

いころにキリスト教の不条理性をシュティフイ・

ゲイェルへの書簡で書いている。また，22歳の時

に無神論者がわたしの中に生まれたともいっても

いる。しかし，最後までユニテリアソの教会に属

しており，終生宗教的精神の持ち主であった。彼

は，採譜する歌の理解のために10ケ国語を習得し

たが，この民需研究に必要な言語を学ぶために各

国の聖書を収集している。さらに，歌に神への祈
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願を込めている。また，彼の次男ぺ－テル（現行

版ミクロコスモス第1巻と第2巻を献呈されてい

る）は，キリストの弟子ペトロと同じ名前でもあ

る。一方，数学は若い時から彼を魅了していたし，

日頃から机上にひまわりや松ぼっくりを置いてい

た。そして，自分の音楽作品の構造を計算から構

築した。長男ベラによると，バルトークは作曲す

るにあたっては非常に慎重で，どんな小品でもあ

らゆる角度から構想を練り，必要な全知識を注入

し，それらを科学的に処理したという。

本稿の分析からみても，数にこだわる性格や習

性習癖からみても，ミクロコスモス編集に際して

の計算は9巻にあって，柴田説のいうように，9

巻編成はいくつかの項目に関しての曲の配置上か

らはバルトークの意図を反映させた編集をもくろ

んだとみてとることができたといえよう。しかし，

テキストとしては，体裁上からも出版するには不

適当であったので実現はしなかった。
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